
　時には、ユーモアを交え参加者の笑いを誘いながらの講演でした。

お茶をいただきながら団欒する参加の皆さん

浅見さんから本日の講師である古幡校長先生を紹介

古籏校長先生の講演の様子

2017年　第42回いいまちサロン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成29年1月31日（火）10時～12時　明科公民館講堂於

「あとにならないと、やってみないと、わからないことは、たくさんある。」
講師：　明科中学校長　古幡　栄一　先生

今回のお茶うけは、エゴマ餅と白菜の朝漬け 宮川副代表からエゴマ餅の紹介



　　今日は昨日の温かさに比べ寒さが厳しい中、60名を超える皆さん方の参加をいただき今年初めての

　第42回いいまちサロンが開催されました。今回は、明科中学校長の古幡　栄一先生をお迎えして、

　「あとにならないと、やってみないと、わからないことは、たくさんある。」と題して講演をいただきました。

  　学生時代は、バスケットをやっていました。スポーツ選手のインタビューでは、感謝と言うことを口にする。

　そう言う選手は生き残ることができる。有名になることと本物は違う。家族のみんなが愛があるから。

　それに対する愛情は、普段考えられない。普段食事を作ってくれている家族は愛情の印である。

　　自分は、一人子であり、父を亡くし母は大学4年の時脳梗塞で倒れた。看病に明け暮れた。母を連れて

　病院通い、買物に連れて歩いた時恰好悪いと思われることが恥ずかしいと思った。そこで邪見にして

　しまった。ある時ヘルパーから母を大事にしてよ。息子は私に嫌気を指していると言われ、よくしていない

　ことをしたと思っている。身近にある親を思うことが大事で、自分の頭で思っている理解とは違う言葉を

　発してしまう。相手を思いやる笑顔で接する。自分のことより相手の事を考えること。中学・高校・大学で

　バスケットを行った。鎌田中学では、県大会で準優勝のチームであり練習にに明け暮れ、県丘高校では、

　全国大会14回出場のチームで熱意だけでついて練習をしたのを思い出したのは40歳代である。当時の

　顧問である山崎先生は、初めて会った人たちにも声掛けが出来た先生であった。何事も真剣になれば

　思い出をつくるきっかけがあれば人生の糧になる。それが中学にあれば作ってあげたい。

　体験重視の時代、やり方を学ぶ時代、思いやりのある人間に育って貰いたい。人の気持ちがわかる為に。

　中学生は、自立の時代である。ありがとうと言われる元を作るのが中学校である。弁当の日に自分で作っ

　たおかずを持ってくる。（全国で2,000校、県下33校、中信地区初）台所に立つということは、子ども達は

　何を感じるか。生きる力を育成＊感謝する心・命の大切さを感じる・与えられるから与える・家族の絆を

　強める。現在持久力を蓄える時代では無くなってきている。持久力を着けることがこれからの時代に求め

　られる。料理、自転車乗り、水泳等練習すれば出来るようになる。一生もので、食生活の乱れが起きて

　いる。小中学校アンケートでは、1週間4日間以上夕食を家族で食べない人の数80％、家族で食べなくて

　も良いという心を養ってしまう。家族で揃って食事をするという事が大事。人間の味覚を完成させるのは、

　3歳から9歳までと言われる。食の体験をさせることが必要（渋みを感じさせることが必要）失敗から学ぶ

　権利が子どもにはある。挫けない逞しさを育てる責任が大人にある。何日料理を子どもにさせますか。

　やらせて出来るようにさせないと出来ない。伝えなければならない事はやらせないと出来るようにならない。

　食べさせていただいた人に恩義や尊敬・感謝は日常化すると毎日買って食べさせるという風になりかね

　ない。買ってくれる事に感謝をとなってしまう。弁当の日を2回実施し大方の人に賛同を貰った。意見として、

　・毎月実施して欲しい。・友達通しで見せ合うことには批判があった。・品評会になってしまった。

　・毎月実施して欲しい。・友達通しで見せ合うことには批判があった。・品評会になってしまった。・努力を

　認めたたえあう、新権威取り組めば自分の成長が判る。マスコミを呼んだのは、今の若者に教育的意味が

　あるという事を知らせたい為。「美味しい」以外に感じる事・お母さんが作ってくれた。食材に多くの人が携

　わっている。一回目より早く作れた。手際よく出来た等自分で作らないとそういう実感が出てこない。職員

　の意見では、毎日用意してくれる事は大変。彩を考えてくれる。父親も家事をするようになった。台所に立つ

　大切さを見直した。当たり前のことで毎日続く実感させる。人として一生与えられることより、人に与えること

　ができる大人を作りたい。家族の和、絆、大切さ、人への思いやり等を再認識させていたただいた講演で

　した。参加者の皆さんからは非常に判りやすくお話をしていただきとても良かったとの声が多数ありました。

宮下さんの指揮でわが町明科を全員で合唱

古幡校長先生の講演の様子 安井公民館長よりお礼の言葉


